






















A04-0

 

・

１）

２）

３）

４）

５）

・

６）

７）

契約書第18条及び18条の2に基づく設計図書等の確認について

受注者は、工事着手に先立ち契約書第１８条及び１８条の２基づき設計図書等の確認を行い、
その旨を直ちに監督職員に通知し、その確認を請求しなければならない。

図面、仕様書、現場説明書及び現場説明に対する質問回答書が一致しないこと

設計図書に誤謬又は脱漏があること

設計図書の表示が明確でないこと

工事現場の形状、地質、湧水等の状態、施工上の制約等設計図書に示された自然的又は
人為的な施工条件と実際の工事現場が一致しないこと

設計図書で明示されていない施工条件について予測することのできない特別な状態が生じ
たこと

契約書第１８条の２に基づき、受注者は、入札時に発注者が示した入札時積算数量書（一式とさ
れた細目（設計図書において施工条件明示された項目除く。）を除く。）に記載された積算数量に
疑義が生じたときは、その旨を直ちに監督職員に通知し、その確認を請求することができる。

入札時積算数量書（一式とされた細目（設計図書において施工条件が明示された項目を除
く）を除く）に記載された積算数量に疑義が生じたとき、様式A04-3を提出する。

様式A04-3を提出する際は、数量の根拠資料を添付すること。



契約書１８条の２（入札時積算数量書活用方式）に係る協議フロー（案）

発注者 受注者 ※1（契約書18条の2第1項)
記載された積算数量に疑義が生
じた場合、その旨を直ちに監督
職員に通知し、その確認を請求
することができる。

設計・積算担当 監督職員 現場担当 会社技術者

疑義発生 自社工事費内訳
書の積算数量算
出書を確認

違算内容の確
認作業など
※3

受領 疑義の根拠資
料の作成
※1※2

※2（契約書第18条の2第2項）
前項の請求は、入札時積算数量
書における当該疑義に係る積算
数量と、これに対応する受注者
が入札時に提出した工事費内訳
書における当該数量とが同一で
あると確認できた場合にのみ行
うことができるものとする。

疑義部分の積
算数量算出書
を提供

貸与・受領 積算数量算出
書受領返却

疑義部分の積
算数量算出書
の確認

※3（契約書第18条の2第3項）
・監督職員は、第１項の規定によ
る確認を請求されたとき又は自
ら入札時積算数量書に記載され
た積算数量に誤謬又は脱漏を
発見したときは、直ちに確認を行
わなければならない。

違算無し 違算無し報告 報告内容の確認

違算の疑い有
り ※4（契約書18条の2第4項）

前項の確認の結果、入札時積算
数量書の訂正の必要があると認
められるときは、発注者は、受注
者と協議して、これを行わなけれ
ばならない。

受発注者間で数量について協議　※4

入札時積算数量書確認結果作成
入札時積算数量書確認結果

についての承諾

受領 ※5（契約書18条の2第5項）
前項の訂正が行われた場合に
おいて、発注者は、請負代金額
の変更の必要があると認められ
るときは、第２４条に定めるとこ
ろにより、当該変更を行うものと
する。この場合における第２４条
第１項本文の規定による協議
は、訂正された入札時積算数量
書に記載された積算数量に基づ
き行うものとする。

契約変更　※5

図中①・②については、
「A04-3、A04-4」を利用する。

請求

通知

報告

承諾

必要に応じて行う

必要に応じて設計変更協議会を活用

1

1

2

2







A04-3

□　発注者　　■　受注者 平成 28年 11月　1日

 □ 指示　□ 協議　□ 承諾　□ 提出　□ 報告　■ その他（　通知　）

(内　　容)

　契約書第１８条の２に基づく入札時積算数量書に対する確認請求について（通知）

　入札時積算数量書における数量について疑義がありますので、

別紙及び根拠資料を添付して、確認を請求します。

（回答）

　①違算なしの場合

　入札時積算数量書における別紙の積算数量について違算がなかった事を確認した

ので報告します。

　②違算有りの場合

　確認請求があった入札時積算数量書における数量について確認したので協議します。

変更協議 □対象 □対象外

添付図　　　　　葉、その他添付図書

上記について、 □ 指示 ・ □ 承諾 ・ □ 協議 ・ □ 通知 ・ □ 受理　します

■ その他　(　　回答　　)

平成　28年　11月　14日

上記について、 □ 了解 ・ □ 協議 ・ □ 提出 ・ □ 報告 ・ □ 届出　します

■ その他　(　　承諾　　)

平成　28年　11月　15日

工 事 打 合 せ 簿

発議者 発議年月日

発議事項

工事名

処

理

・

回

答

発

注

者

受

注

者

総括監督員 主任監督員 監　督　員 現場監督員 現場代理人 主任(監理)技術者



契約書第１８条の２第１項及び４項に該当する別紙様式 A04-4

数量 単位 数量 単位

入札時積算数量書確認項目 確認結果

No. 頁 科目 中科目 細目 摘要
当初

疑義の内容 備考
確認数量

結果



契約書第１８条の２第１項及び４項に該当する別紙様式（記載例） A04-4

　　　

数量 単位 数量 単位
1 24 鉄筋 躯体 異形鉄筋 85.4 ｔ 過小

（103t）
資料01 103 ｔ 数量修正

2 32 防水 外部 アスフｧルト防水 57.5 ㎡ 過大
（42.2㎡）

資料02 39.8 ㎡ 数量修正

3 40 左官 内部 床モルタル塗り 64 ㎡ 過小
（70㎡）

資料03 64 ㎡ 違算無し

4 - 仕上げ
ユニット

内部 壁面収納庫 0 箇所 脱漏
（図面54番）

資料04 4 箇所 数量追加

入札時積算数量書確認項目 確認結果

No. 頁 科目 中科目 細目 摘要
当初

疑義の内容 備考
確認数量

結果
SD345-D25

A-1立上り

厚さ２８

W900D450H2100

・疑義があるものはすべて記載する。

・疑義が生じる度に、その都度作成する。

・NO,については、当該請求書の通し番号とする。

受注者記載 発注者記載

・入札時積算数量書に記載されている数量・単位を記入する。

・入札時積算数量書に対する疑義の内容（過小、過大、

脱漏等）を記入する。

・受注者にて算出した数量を記入する。























































A12-1

■　発注者　　□　受注者 平成　　年　　月　　日

 □ 指示　■ 協議　□ 承諾　□ 提出　□ 報告　□ その他(　　　)

　○○○○建築工事 （株）△△△△建設

(内　　容)

○○○○建築工事における工事書類作成のための事前協議について協議します。

・ 土木営繕工事関係書類一覧表（案）【資料分類別】

・ 事前協議チェックシート（土木営繕工事用）

上記について、 □ 指示 ・ □ 承諾 ・ □ 協議 ・ □ 通知 ・ □ 受理　します

□ その他　( 　　　　　　　　　)

平成 年 月 日

上記について、 ■ 了解 ・ □ 協議 ・ □ 提出 ・ □ 報告 ・ □ 届出　します

□ その他　(               )

平成 年 月 日

工 事 打 合 せ 簿

発議者 発議年月日

発議事項

工事名 受注者

処

理

・

回

答

発

注

者

受

注

者

主任監督員 監　督　員 監　督　員 監　督　員 現場代理人 主任(監理)技術者



A12-2

～

■ 適用要領・基準類

■ 官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン【営繕工事編】 （ ）

■ 営繕工事電子納品要領 （ ）

■ 建築工事設計図書作成基準 （ ）

■ 建築設備工事設計図書作成基準 （ ）

■ 営繕工事写真撮影要領 （ ）

□ （ ）

■ 利用ソフト環境

■ ： 書類関係 [ ] （ﾌｧｲﾙ形式： ）

： 図面関係 [ ] （ﾌｧｲﾙ形式： ）

： 写真関係 [ ] （ﾌｧｲﾙ形式： ）

■ ： 書類関係 [ ] （ﾌｧｲﾙ形式： ）

： 図面関係 [ ] （ﾌｧｲﾙ形式： ）

： 写真関係 [ ] （ﾌｧｲﾙ形式： ）

■ 情報交換・共有方法

① 電子的な交換・共有 □ 行う □ 行わない

② 電子的な交換・共有方法 □ 電子メール

□ ＡＳＰ

（ｼｽﾃﾑ名： ）

□ その他（ ）

■ 電子納品対象書類

■
□

■ 電子媒体納品分類

① ： 2 部 ） ： ） ： ）

② ： 2 部 ） ： ） ： ）

③ ： 2 部 ） ： ） ： ）

■ 電子納品基本情報

※工事管理ファイル（INDEX_C.XML）を作成する場合は、下記の工事管理項目を参照する。

・ ：

・ ：

・ ：

・ ：

・ ：

■ 工事検査方法等

① 検査方法 □ 電子媒体 □ 書面及び電子媒体 □ 書面

② 電子媒体検査対象書類 □ 電子納品対象書類（工事書類） □ 電子納品対象書類（工事写真）

□ 電子納品対象書類（完成写真） □ その他（ ）

事　前　協　議　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト　（土木営繕工事用）

工 事 名 　○○○○建築工事 工 期 平成　　年　　月　　日 平成　　年　　月　　日

平成２４年版

平成２４年版

平成２１年版

平成２１年版

平成２７年版

発 注 者 Microsoft Excel 2002 XLS

AutoCAD LT 2006 DWG

Windows画像とFAXﾋﾞｭｰｱ JPEG

受 注 者

※発注者への電子ファイルを送信する場合、ファイルの容量は３
Mbyte未満とする。
※提出方法については【参考資料】による。

※詳細な利用方法については、別途発注者と協議のうえ決定する。

工事関係書類電子納品対象一覧表（案）土木営繕版による。

工事書類 提出部数（ 提出形式（ CD-R 書込形式（ ISO9660：ﾚﾍﾞﾙ1

完成写真 提出部数（ 提出形式（ CD-R 書込形式（ JOLIET

工事写真 提出部数（ 提出形式（ CD-R 書込形式（ JOLIET

工事番号 （14桁：発注者が定める「負担行為件名ｺｰﾄﾞ」とする。）

発注者ｺｰﾄﾞ （ 8桁：CORINSが定める「発注機関ｺｰﾄﾞ」とする。）

建築物識別ｺｰﾄﾞ （11桁：発注者が定める「建築物識別ｺｰﾄﾞ」とする。）

受注者ｺｰﾄﾞ （11桁：発注者が定める「業者ｺｰﾄﾞ」とする。）

施設識別ｺｰﾄﾞ （ 8桁：発注者が定める「施設識別ｺｰﾄﾞ」とする。）

























































































































































河川部河川工事課運用

平成28年12月版

縮小版製本要領（案）
※本要領は（案）のため、縮小版製本図の作成にあたっては監督員の指示による。

◎『現場及び技術に関する説明事項』より抜粋
○○．図面の提出について

受注者は、契約図面の縮小版（Ａ３版二つ折製本）を（　　）部提出する（変更工事も含む）。

※部数は工事により違うため、
　当該工事の『現場及び技術に関する説明事項』を確認して下さい。

◎製本要領
製本の順番
　「現場及び技術に関する説明事項」→「工事施工等の条件明示に関する説明事項」→
→「当該工事にかかる施工計画」→「図面」

　　※「当該工事にかかる施工計画」とは、施工能力評価型（Ⅰ型）の場合に工事請負契約書
　　　に添付される別表とする。

平成○○年度

工事名　○○工事

工期 自　平成○○年○○月○○日
至　平成○○年○○月○○日

発注者　九州地方整備局　○○河川国道事務所

受注者　○○建設株式会社

監理技術者　▲▲　▲▲

現場代理人　▲▲　▲▲

TEL 000-0000-0000

表紙の色は下記による。

建築工事 赤
電気設備工事 黄
暖冷房給排水設備工事 青

※文字は黒色とする。

◎製本においては、コピー機の使用は極力避けること。

　コピー機の使用を妨げるものではないが、受領後に図面部分が密着するなど、
使用に支障が発生した場合は、製本のやり直しを指示する事があります。

　また図面の数値等が読み取れない場合も、再作成を指示しますので、注意してください。

平
成
○
○
年
度
 
 

工
事
名
　
○
○
工
事




